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「
自
然
と
ふ
れ
あ
う

輝
き
の
町
・
江
府
町
」

一般会計36億1，000万円

特別会計19億9，783万円

平
成
九
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
予
算
が
三
月

二
十
四
日
に
議
会
で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
額
五
十
六
億
七
百
八
十
三
万
一
千
円
　
（
前
年
対

比
十
一
・
九
％
増
）
　
の
予
算
。
そ
の
概
要
と
町
長
の

施
政
方
針
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

2）

t

平
成
九
年
度
予
算
案
を
本
議
会

に
提
出
す
る
に
当
た
り
、
そ
の
概

要
と
提
案
理
由
並
び
に
所
信
の
一

端
を
申
し
上
げ
、
本
議
会
を
通
じ
、

町
民
皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
更

な
る
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。平
成
九
年
度
の
予
算
編
成
に
当

り
ま
し
て
は
、
本
年
七
月
四
日
任

期
満
了
の
町
長
、
町
議
会
議
員
の

改
選
の
年
で
あ
り
、
本
来
を
ら
骨

格
予
算
と
す
べ
き
が
常
道
で
あ
り

ま
す
が
、
ご
承
知
の
通
り
国
県
助

成
に
よ
る
継
続
事
業
実
施
の
最
中

⑳

で
あ
り
、
年
度
は
じ
め
の
申
請
事

務
協
議
等
も
検
討
い
た
し
、
積
極

的
実
施
型
予
算
と
い
た
し
ま
し
た
。

初
め
に
町
議
会
を
は
じ
め
町
民
皆

様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。
い
ま
、
か
つ
て
み
な

い
政
治
、
経
済
、
社
会
の
激
動
に

加
え
、
天
災
、
人
災
多
発
等
の
内

外
共
に
厳
し
い
現
状
の
を
か
、
議

会
ご
当
局
を
は
じ
め
、
町
民
各
位

の
積
極
的
を
ご
協
力
と
総
参
加
の

も
と
に
、
国
、
県
の
信
頼
と
支
援

も
い
た
だ
き
、
お
見
か
け
の
通
り
、

全
町
に
わ
た
り
二
十
一
世
紀
に
む

Soumu
四角形
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け
て
の
新
し
い
町
づ
く
り
の
輪
が

広
が
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、

自
治
体
の
垣
根
を
こ
え
た
広
域
行

政
、
一
部
事
務
組
合
の
創
設
等
々

町
発
足
以
来
四
十
余
年
、
町
が
大

き
く
変
ろ
う
と
す
る
大
型
継
続
事

業
が
山
積
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
謹
ん
で
町
議
会
を
は
じ
め

町
民
各
位
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

二
十
一
世
紀
に
む
け
て

加
え
て
、
第
三
次
江
府
町
総
合

計
画
実
質
の
ス
タ
ー
ト
の
年
を
迎

え
、
更
に
二
十
一
世
紀
を
間
近
に

ひ
か
え
、
社
会
情
勢
は
、
少
子
化

に
よ
る
人
口
減
少
と
、
高
齢
化
、

情
報
化
、
国
際
化
、
地
方
の
時
代

（
地
方
分
権
）
が
急
激
に
進
む
を

か
で
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
も
複
雑
高

度
化
、
多
岐
に
わ
た
り
身
近
か
な

地
域
課
題
も
深
刻
化
し
て
参
り
ま

し
た
。
今
後
こ
れ
ら
の
動
き
は
一

層
、
進
展
す
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
様
を
地
方
自
治
体
を
と
り
ま

く
厳
し
さ
と
競
い
合
う
中
に
こ
こ

数
年
間
に
建
設
大
臣
　
「
手
づ
く
り

ふ
る
さ
と
賞
」
受
彰
、
同
年
、
成

人
病
対
策
等
の
各
受
診
率
の
画
期

的
向
上
に
よ
る
厚
生
大
臣
表
彰
か

⑳

ら
、
自
治
大
臣
初
の
自
ら
努
力
す

る
　
「
町
づ
く
り
」
顕
彰
、
更
に
、

防
災
計
画
見
直
し
が
全
国
的
緊
急

課
題
の
中
に
、
消
防
団
最
高
表
彰

「
ま
と
い
」
受
賞
等
々
の
栄
光
に

輝
き
ま
し
た
。

他
町
で
は
み
ら
れ
を
い
連
年
の

中
央
省
庁
表
彰
、
特
に
中
国
五
県

の
中
で
、
唯
一
本
町
が
連
続
自
治

省
関
連
顕
彰
の
感
激
は
大
き
を
誇

り
と
、
励
み
で
あ
り
自
信
と
し
て

肝
に
銘
じ
、
深
く
心
に
刻
み
、
国
、

県
ご
当
局
の
深
い
ご
配
慮
と
ご
厚

意
、
期
待
に
応
え
ね
ば
な
ら
を
い

と
存
じ
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
い

ま
、
国
会
に
お
い
て
公
共
事
業
費

を
中
心
と
す
る
行
財
政
構
造
の
見

直
し
が
迫
ら
れ
て
い
る
を
か
で
、

自
主
財
源
の
乏
し
い
、
公
共
事
業

依
存
度
の
高
い
本
町
と
し
て
は
、

可
能
を
限
り
新
年
度
事
業
の
早
期

認
定
協
議
の
な
か
で
高
率
補
助
、

更
に
有
利
を
起
債
等
積
極
的
に
模

索
し
、
辺
地
、
過
疎
む
ら
づ
く
り

事
業
債
の
活
用
承
認
等
、
行
財
政

運
営
執
行
上
の
収
支
構
造
の
厳
し

さ
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
確

か
を
見
透
し
の
上
に
立
っ
た
、
財

源
の
有
効
配
分
に
も
配
慮
し
な
が

ら
積
極
予
算
を
編
成
し
、
引
き
続

き
新
し
い
時
代
を
展
望
し
た
、
快

適
を
町
民
生
活
の
安
定
、
健
康
福

祉
向
上
に
む
け
全
力
を
あ
げ
て
取

り
組
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

財

源

確

保

ま
た
、
本
予
算
に
お
き
ま
し
て

も
、
財
政
の
簡
素
化
と
食
糧
費
物

件
費
等
の
見
直
し
に
よ
る
経
費
節

減
合
理
化
も
進
め
、
限
ら
れ
た
財

源
の
重
点
的
、
効
率
的
な
節
度
あ

る
健
全
な
財
政
運
営
に
も
配
慮
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

俣
野
川
発
電
に
係
る
資
産
税
に

つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
対
比
六
・

二
二
％
の
伸
び
を
み
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
四
号
機
に
続
い
て
三

号
機
の
運
転
開
始
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
半
面
、
全
町
の
財
政
力
指

数
は
わ
ず
か
に
伸
び
ま
し
た
が
、

な
お
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

い
ま
、
継
続
大
型
事
業
に
加
え
、

近
き
将
来
、
庁
舎
を
は
じ
め
診
療

所
を
含
む
保
健
セ
ン
タ
ー
、
日
野

病
院
改
築
、
文
化
施
設
等
大
型
施

設
の
財
源
問
題
、
更
に
地
方
分
権

と
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え

財
政
需
要
の
拡
大
等
、
将
来
に
わ

た
り
厳
し
い
財
政
事
情
を
常
に
念

頭
に
お
き
、
後
世
に
大
き
な
負
担

を
残
さ
を
い
た
め
公
債
残
高
に
も

意
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
先
の
平
成

⑳

七
年
国
勢
調
査
結
果
に
よ
り
、
本

年
四
月
か
ら
過
疎
振
興
地
域
再
指

定
と
な
り
国
の
財
政
支
援
も
決
定

的
と
な
り
ま
し
た
。
従
っ
て
可
能

を
限
り
過
疎
対
象
適
用
可
能
事
業

に
つ
い
て
財
政
配
分
も
優
先
配
慮

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

町
の
活
性
化
は

人
づ
く
り
か

歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
の

活
性
化
は
内
発
力
、
即
ち
、
人
づ

く
り
に
始
ま
り
人
づ
く
り
に
終
る

と
ま
で
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
先

ず
人
づ
く
り
を
柱
と
し
、
「
自
然

と
ふ
れ
あ
う
輝
き
の
町
・
江
府
」

を
念
願
し
、
上
下
水
道
、
ご
み
処

理
場
及
び
交
通
網
等
の
生
活
環
境

社
会
資
本
の
整
備
を
は
じ
め
、
産

業
振
興
基
盤
整
備
、
文
教
振
興
、

福
祉
、
保
健
地
域
医
療
の
一
体
的

充
実
、
更
に
日
野
病
院
健
全
運
営

等
、
継
続
事
業
を
中
心
と
し
て
配

分
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
自
主
的
、
主
体
的
に
創

意
工
夫
に
よ
る
、
自
ら
汗
を
流
し

て
取
り
組
む
町
単
独
事
業
も
引
き

続
き
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
地
方
行
政
の
基
本
で

あ
り
ま
す
主
権
者
町
民
皆
さ
ん
の

積
極
的
町
政
参
加
が
今
こ
そ
大
き

を
役
割
で
あ
り
、
町
お
こ
し
の
原

動
力
と
し
て
強
く
求
め
ら
れ
期
待

を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
こ
れ
が
執
行
に

当
た
り
、
町
政
担
当
の
基
本
理
念

で
あ
り
ま
す
、
町
民
参
加
に
よ
る

公
正
で
誠
実
、
開
か
れ
た
心
の
通

い
合
う
行
政
を
深
く
心
に
刻
み
、

内
外
激
動
と
変
革
の
進
む
な
か
、

地
方
自
治
確
立
の
た
め
行
財
政
共

々
に
足
腰
の
強
い
ふ
る
さ
と
江
府

町
を
念
願
し
、
一
層
の
努
力
を
お

誓
い
い
た
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
平
成
九
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
予
算
と
し
て
総
額
三
十

六
億
一
千
万
円
（
前
年
対
比
一
〇

七
・
五
〇
％
）
　
の
予
算
を
編
成
、

上
提
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
別
途
特
別
会
計
の
十
四

会
計
歳
入
歳
出
予
算
と
し
て
、
十

九
億
九
千
七
百
八
十
三
万
一
千
円
、

一
般
会
計
と
合
せ
、
五
十
六
億
七

百
八
十
三
万
一
千
円
、
前
年
対
比

一
一
・
九
五
％
増
と
在
り
ま
す
。

（
単
純
計
算
に
よ
り
ま
し
て
も
町

民
一
人
当
り
約
百
二
十
七
万
円
強
、

一
世
帯
当
り
四
百
五
十
四
万
円
と

在
っ
て
お
り
ま
す
）

何
卒
、
本
議
会
を
通
じ
ま
し
て
、

町
民
皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
重
ね
て
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

（3）
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平成9年度一般会計予算概要

その他69，662千円（1．9）

国
有
提
供
施
設
所
在

市
町
村
助
成
交
付
金

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

利
子
割
交
付
金

地
方
消
費
税
交
付
金

特
別
地
方
消
費
税
交
付
金

地
方
譲
与
税

自
動
車
取
得
税
交
付
金

県支出金
436，475千円

地方債
538，800千円
（14．9）

繰越金35，000千円（1．0）

諸収入65，117千円（1．8）

その他104，080千円（2．9）

分担金及負担金
使用料及手数料
財産収入
寄付金・繰入金

町　税

1，434，072千円

財
源

地方交付税
810，000千円（22．5）

国庫支出金116，794千円（3．2）

商工費58．051千円（1．6）

⑳

議会費86，579千円（2．4）

（4）
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ロ
総
務

●
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
高

規
道
路
の
ル
ー
ト
等
を
見
極
め
を

が
ら
特
別
調
査
委
員
金
と
と
も
に

方
向
性
の
検
討
を
行
う
。

●
交
通
事
故
防
止
を
図
る
た
め
、

関
係
団
体
と
協
力
し
啓
発
活
動
を

推
進
す
る
。

●
防
火
水
槽
、
小
型
消
防
ポ
ン
プ

の
設
置
を
行
う
。

□
同
和
対
策

●
昨
年
実
施
し
た
生
活
実
態
調
査

の
分
析
を
す
る
と
と
も
に
、
人
権

啓
発
に
努
め
る
。

□
企
画
開
発

●
企
業
誘
致
の
早
期
実
現
に
向
け

造
成
工
事
に
着
手
す
る
と
と
も
に

誘
致
に
努
力
す
る
。

●
若
者
定
住
と
後
継
者
対
策
に
つ

い
て
は
、
江
府
町
若
者
定
住
対
策

協
議
会
と
協
議
し
具
体
的
事
業
の

展
開
を
図
る
。

●
ふ
る
さ
と
大
山
ふ
れ
あ
い
リ
ゾ

ー
ト
構
想
に
基
づ
く
大
河
原
地
区

整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
得
る
よ

う
努
力
す
る
。

□
観
光

●
七
月
か
ら
境
港
市
で
開
催
さ
れ

る
　
「
山
陰
夢
み
を
と
博
覧
会
」
　
に

参
加
し
奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
の
ピ

ー
ア
ー
ル
を
図
る
。

⑳

□
福
祉
保
健

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
設

立
す
る
。

●
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
と
す
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

導
入
　
八
年
度
実
績
　
四
〇
箇
所

九
年
度
計
画
一
〇
箇
所

●
本
格
的
を
高
齢
化
社
会
に
対
応

す
る
た
め
在
宅
福
祉
の
充
実
を
図

る
。
●
診
療
所
に
お
け
る
地
域
医
療
・

保
健
・
福
祉
の
一
体
的
連
携
充
実

を
図
る
。

●
子
供
の
国
保
育
園
に
お
い
て
特

別
保
育
事
業
の
一
環
と
し
て
郷
土

文
化
伝
承
事
業
に
取
り
組
む
。

ロ
農
林
振
興

●
昨
年
十
一
月
に
施
行
に
な
っ
た

「
主
食
安
走
法
」
　
に
合
わ
せ
て
、

市
場
原
理
の
導
入
に
地
域
の
自
主

性
を
活
か
し
た
生
産
の
体
質
強
化

を
図
り
、
活
力
と
潤
い
の
あ
る
農

業
農
村
づ
く
り
に
努
め
る
。

●
県
営
は
場
整
備
事
業

江
尾
宮
市
地
区

袋
原
・
西
成
（
仕
上
げ
）
　
二
〇
・
一
筋

大
河
原
地
区

区
画
整
理

美
用
地
区

区
画
整
理

用
水
路

農
道

一
、

一
、

九
・
一
㍍

六
・
〇
㍍

一
三
〇
㍍

六
〇
〇
㍍

●
町
営
は
場
整
備
事
業

久
遠
地
区

区
画
整
理

仕
上
げ

●
県
営
林
道
開
設
事
業

宝
仏
山
線

●
町
営
林
道
開
設
事
業

杉
谷
貝
田
地
区

下
蚊
屋
地
区

□
墳
境
整
備

四
・
〇
茄

六
・
〇
筋

五
四
〇
㍍

四
〇
〇
㍍

三
〇
〇
㍍

⑪

助
沢
地
区
（
二
十
戸
）

処
理
施
設
一
棟
一
式

管
路
工
　
　
　
　
六
〇
〇
㍍

俣
野
地
区
（
百
二
十
三
戸
）

処
理
施
設
一
棟
一
式

管
路
工
　
　
　
　
l
、
二
〇
〇
㍍

●
江
尾
地
区
（
本
一
～
五
、
新
一
、

二
、
小
江
尾
、
久
連
、
佐
川
）

●
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

業

処
理
場
基
本
設
計

実
施
設
計

管
渠
工

口
建
設

●
町
道
改
良

俣
野
宮
市
線
（
宮
市
工
区
）
　
他

□
学
校
教
育

●
各
学
校
で
行
っ
て
い
た
米
飯
給

食
の
炊
飯
を
、
給
食
セ
ン
タ
ー
で

の
一
括
対
応
と
す
る
。

●
い
じ
め
、
不
登
校
等
昨
今
の
教

育
事
情
に
対
応
す
る
た
め
相
談
員

を
配
置
す
る
。

●
米
沢
、
明
倫
、
俣
野
の
各
小
学

校
に
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
し
学
校
数

六
五
〇
㍍
　
　
青
に
活
用
す
る
。

用
水
路

農
道
舗
装

集
落
道

下
蚊
屋
地
区

用
水
路

日
光
地
区

一
、
二
〇
〇
㍍

二
、
〇
〇
〇
㍍

三
〇
〇
㍍

（
笠
良
原
）
二
、
〇
〇
〇
㍍

吉
原
　
区
画
整
理
　
四
・
〇
㍍

●
江
尾
地
区
簡
易
水
道
と
第
一
共

同
簡
易
水
道
の
施
設
統
合
を
行
う
。

（
九
・
十
年
度
継
続
）

●
米
沢
地
区
営
農
飲
雑
用
水
施
設
、

貝
田
地
区
営
農
飲
雑
用
水
施
設
お

よ
び
川
筋
地
区
簡
水
増
補
改
良
の

完
成
に
よ
り
、
本
年
度
か
ら
町
営

直
轄
管
理
と
す
る
。
ま
た
、
高
科

金
施
設
の
対
策
と
し
て
柿
原
・
袋

原
に
つ
い
て
も
町
営
直
轄
管
理
と

す
る
。

●
町
営
農
業
集
落
排
水
事
業

下
蚊
屋
地
区
（
三
十
七
戸
）

処
理
施
設
一
棟

（5）

Soumu
四角形

Soumu
四角形



呂
恥

だ
白
岩
嬰
闇
扁
㌔
貨
泥

～
消
防
団
長
田
口
茂
氏
退
団
～

三
月
三
十
一
日
付
け
で
、
町
消
防
団
の
田
口
　
茂
団
長

が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

田
口
さ
ん
は
、
昭
和
十
六
年
に
消
防
団
の
前
身
で
あ
る

警
防
団
に
入
団
依
頼
、
本
町
の
消
防
防
災
活
動
の
中
心
と

し
て
活
躍
さ
れ
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら
は
団
長
と
し
て
、

団
の
統
率
に
あ
た
ら
れ
る
と
と
も
に
、
日
本
消
防
協
会
理

事
、
鳥
取
県
消
防
協
会
副
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
本
町

消
防
団
が
全
国
に
誇
る
輝
か
し
い
伝
統
を
築
い
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

な
お
、
後
任
の
団
長
に
は
芦
立
書
明
副
団
長
が
着
任
さ

れ
ま
し
た
。

芦立喜明新団長　　田口　茂前団長

「
今
、
輝
い
て
、
女
と
男
」

～
生
き
生
き
し
て
い
ま
す
か

あ
な
た
の
毎
日
～

6）

「男性との共生の中で」～女性の生き方～
と題した講演を行われた西村博範さん

寺の全国交通安全運動筍寄指導

～「事故は、だ～飴．（／」～

四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
行
わ
れ
た
、

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
四
月
九

日
、
江
府
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
と
交
通

安
全
母
の
会
で
は
、
無
事
故
の
願
い
を
込
め

て
　
「
飴
」
と
　
「
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
」
　
の
配
布

を
行
い
ま
し
た
。

暖
か
い
気
候
に
よ
る
、
居
眠
り
運
転
の
防

止
が
目
的
で
　
「
事
故
は
だ
～
飴
」
と
、
道
行

く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

江府町女性問題
地域推進墓議講演去尉催

三
月
二
十
八
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
町
と
江
府
町
女
性
問
題
地
域
推
進

会
議
（
大
塚
和
子
会
長
）
主
催
に
よ
る
講
演

会
「
今
、
輝
い
て
、
女
と
男
」
～
生
き
生
き

し
て
い
ま
す
か
あ
な
た
の
毎
日
～
が
約
八
十

人
の
参
加
者
を
集
め
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
は
、
男
女
が
協
力
し
生
き
生

き
と
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
、
講
師
に
元
小
・
中
学
校

長
の
西
村
博
範
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

ま
た
、
手
工
芸
品
や
小
物
な
ど
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
参
加
者
に
好
評
で

し
た
。

⑳
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平成8年度

日韓親善どんぐりフェスティバル事業報告書完成

左から「日韓親善どんぐりフェスティバル報告書」・「森と

水を考えるフォーラムin江府報告書」・「どんぐりMEMO」

隅
〓
闇
品
目
督
励

四
月
一
日
付
で
次
の
と
お
り
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

紹
介
し
ま
す
。
（
　
）
は
、
前
任
職
で
す
。

子
供
の
国
保
育
園
長

し
　
徳
岡
ま
ゆ
み

二
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

福
祉
保
健
課
町
民
係

道
下
尚
徳

（
総
務
課
行
政
係
兼

広
報
管
財
係
兼
庶
務
係
）

江
府
町
・
日
南
町
・
淀
江
町
の
三
町

で
組
織
す
る
実
行
委
員
会
で
取
り
組
ん

だ
　
「
平
成
八
年
度
　
日
韓
親
善
ど
ん
ぐ

り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
業
」
　
の
報
告
書

が
完
成
し
ま
し
た
。

「
日
韓
親
善
ど
ん
ぐ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
報
告
書
」
は
十
月
十
三
日
に
米
子

市
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
平
安
闇
で
行
わ
れ

た
事
業
の
報
告
で
、
張
　
漠
基
（
大
韓

民
国
・
東
国
大
学
名
誉
教
授
）
氏
の
記

念
講
演
「
韓
国
に
お
け
る
民
学
的
に
と

ら
え
た
ど
ん
ぐ
り
に
つ
い
て
」
と
　
「
見

つ
め
直
そ
う
小
さ
を
ど
ん
ぐ
り
の
大
き

な
パ
ワ
ー
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
森
と
水
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
．
川

江
府
　
報
告
書
」
は
十
一
月
二
日
に
山

村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
、
愛
媛
県

久
万
町
長
の
河
野
修
（
森
林
交
付
税
創

設
連
盟
副
会
長
）
氏
の
基
調
講
演
「
森
林

と
水
が
私
た
ち
に
も
た
ら
す
役
割
は
」

に
つ
い
て
と
「
森
林
と
水
の
役
割
に
つ

い
て
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報

告
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ど
ん
ぐ
り
M
E
M
O
」
　
に
は
、
ど

ん
ぐ
り
を
使
っ
た
料
理
の
紹
介
の
他
、

ど
ん
ぐ
り
に
ま
つ
わ
る
情
報
が
盛
り
沢

山
に
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

を
お
、
こ
の
三
冊
の
報
告
書
は
町
の

図
書
館
、
役
場
窓
口
、
ち
ろ
り
ん
ハ
ウ

ス
に
お
い
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長

井
上
あ
け
み

（
総
務
課
長
補
佐
兼

庶
務
係
長
）

福
祉
保
健
課
長
補
佐
兼

福
祉
係
長
兼
町
民
係
長

関
内
志
津
子

（
福
祉
保
健
課
長
補
佐
兼

福
祉
係
長
）

総
務
課
主
査
兼
庶
務
係
長

一

白

石

和

恵

（
福
祉
保
健
課
町
民
係
長
）

総
務
課
行
政
係
兼

広
報
管
財
係
兼
庶
務
係

池
田
佳
代

医

江
尾
診
蝶
所
医
師

（
医
学
博
士
）

武
地
幹
夫

三
月
三
十
一
日
付

藤
　
原
　
敏
　
江

（
子
供
の
国
保
育
園
長
）

（7
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ら　せ
国税専門官・税務職員募集

⑬　国税庁では国税専門官および税

務職員を募集しています。

■国税専門官

D受験資格

昭和45年4月2日

～昭和51年4月1日

までに生まれた人

口試験の程度

大学卒業程度

0受験申込期間

平成9年5月6日

～5月13日

□受験申込先

広島国税局または各国税局

D第1次試験

◆試験日

平成9年6月21日・22日

◆試験地（広島国税局管内）

広島市・岡山市・松江市

⑳　◆試験科目

教養試験、専門試験（多岐

選択式、記述式）

0第2次試験

◆試験日

平成9年8月25日

または26日

◆試験地

広島市または各国税局所在

地等

◆試験科目

人物試験、身体検査

■税務職員

0受験資格

昭和52年4月2日

～昭和55年4月1日

までに生まれた人

0試験の程度

高校卒業程度

口受験申込期間

平成9年6月25日

～7月2日

□受験申込先

人事院中国事務局

口第1次試験

◆試験日

平成9年9月7日

◆試験科目

教養試験・適性試験・作文

試験

口第2次試験

◆試験日

平成9年10月下旬

◆試験科目

人物試験、身体検査

■資料の請求・お問い合わせ先

広島国税局人事第二課

〒730広島市中区上八丁堀6－30

℡082－221－9211

またはお近くの税務署総務課

さわやか行政サービス運動

親切で真心のこもった行政をめざして

（皆さんの声を聞きをがら行政サービスの改善を進めています。

』　政府では、「さわやか行政サー

ビス運動」を実施しています。

この運動は、国の行政機関、特

殊法人（JR、NTT等）のほ

か地方公共団体にも協力を求め

て、窓口や公共施設（病院、交

通機関など）における行政サー

ビスについて、住民の皆様の声

を聞きながら点検し、改善を進

めるものです。

（5月はさわやか行政サービス推進月間です。

■　この運動を積極的に推進する

ため、毎年5月を「さわやか行

政サービス推進月間」としてい

ます。期間中、さわやか行政サ

ービスフォーラムや行政サービ

ス改善に関する展示会の開催、

皆様からのご意見・ご要望の受

付などの活動を行います。

『ご意見・ご要望は…

鳥取行政監察事務所

℡0857－24－5541

第5回全県公用化写真コンクール

■募集テーマ

「みんなで進める全県公園化」

■部　　門

（1）「四季の彩り豊かを美しい

県土」部門

（2）「美しい県土の中で憩い楽

しむ活動空間」部門

（3）「みんをで進める全県公園

化運動」部門

■募集作品

●県内の題材を撮影した自作未

発表の作品で、概ね1年以内

に撮影したもの。

●サイズはキャビネ以上四ツ切

まで。（組写真不可）

■募集期間

5月1日～8月21日

（当日消印有効）

■作品の応募および問い合わせ先

〒680－70

鳥取市東町一丁目271番地

鳥取県生活環境部景観自然課

℡0857－26－7683

（8）
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お　知
自衛隊幹部候補生・自衛官募集

自衛隊では幹部候補生および2

等陸・海・空士を募集しています。

『幹部候補生

臼資　　格

大学卒業程度の学力を有す

る男女

臼年　　齢

22歳以上26歳未満の老

□受　　付

4月17日～5月23日

○試験　日

6月21日

（各都道府県で受験可）

□身分・待遇

●特別職国家公務員

●外国研修、勤務（駐在武

官等）の機会あり

●完全週休2日制、有給休

暇（年24日）、特別休暇

●俸給214，400円以上

●賞与5．2か月、他手当

』自衛官（2等陸・海・空士）

○応募資格

日本国籍をもった18歳以上

27歳未満の男子

q受　　付

5月14日まで

□試験　日

5月18日

q試験会場

陸上自衛隊　米子駐屯地

口採　　用

7月下旬

□試験科目

国語・数学・社会・作文・口述

試験・適性検査・身体検査

（9）

□2等陸・海・空士の特色

●特別職国家公務員として

の安定した地位

●陸上自衛官は2年、海上

および航空自衛官は3年

を1任期として勤務（昇

任の道も開かれています）

●各種資格免許の取得（自

動車整備士1～3級・大

型自動車運転免許1種・

救急救命士・危険物取扱

者　乙種第4類など）

●初任給160，600円

9か月後（昇任時）

175，100円

ボーナス年3回

（5．2か月）

特別退職手当

1任期（2年）60万円

（3年）90万円

2任期約130～137万円

を任期満了の都度支給

●完全週休2日制　正月・

盆・ゴールデンウイーク

のリフレッシュ休暇あり

■お問い合わせ先

自衛隊米子募集事務所

米子市東町327古矢ビル2F

℡0859－33－2440

家内労働旬間
（5月21日～5月31日）

仕事の労働条件を明らかにする

ため、委託者は家内労働者に家内

労働手帳を必ず渡しましょう。ま

た、家内労働者はその内容をよく

確かめましょう。

仕事によっては、工賃の最低額

が決められています。委託者は最

低工賃以上を必ず支払いましょう。

機械・器具による事故や接着剤

などによる中毒などの災害を防止

しましょう。

家内労働についてのご相談は

○鳥取労働基準局賃金課

鳥取市東町2丁目302

℡0857－23－2191

0米子労働基準監督署

米子市東町124－16

℡0859－34－2231

「渡そうもらおう　手から手へ

つをぐ信頼　家内労働手帳」

近♯房之助コンサート開催

若者有志の会「アクセス江府」

（会長　小谷幸之介）では、テレ

ビでおなじみの近藤房之助のコン

サートを開催します。

プロのテクニックと心の叫びを

会場でご堪能ください。

』日　　時

5月22日（木）

開場　午後6時30分

開演　午後7時00分

■会　　場

江府町日輪閣2F湧雲の間

■入場券

前売　3，500円

当日　4，000円

■連絡先

江尾　ライトハウスこたに

小谷幸之介さん

℡75－2101

江府町公民館

℡75－3211（加藤）

⑳
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＠＝浄化槽は‘生きもの，です＝

●義務づけられている維持管理

浄化槽は、微生物の働きを利用して汚水を浄化する装置ですから、

微生物が活動しやすい環境を保つように維持管理をすることが大切

です。人間と同じように日頃から健康管理を行い、定期的に健康診

断を行う必要があります。

このため保守点検と清掃を定期的に行うとともに、法定検査を受

けることが、浄化槽法により設置者に義務づけられています（有料

です）。

維持管理が適正に行われをいと、しだいに浄化槽の機能が低下し、

地域の環境汚染の原因となります。また、故障箇所を早めに修理し

ないと、機能を正常に戻すために、かえって余分な費用がかかるこ

とにもなります。

●登録業者による保守点検

保守点検は、浄化槽の運転状況の点検や装置の調整、修理、消毒

剤の補充などを行います。これは、都道府県知事に申請し登録した

保守点検業者（条例で登録制度がある場合）か、浄化槽管理士（登

録制度がをい場合）が行うことに在っていますので、これらの者に

委託してください。

●市町村の許可を受けた浄化槽清掃業者に清掃委託を行ってくださ

い。

●使用開始後の6～8か月の間、その後1年に1回は指定検査機関

による法定検査を行ってください。

㊨●浄化槽の維持管理は委託契約を結びましょう。

＊詳しくは米子保健所根雨支所　　　℡0859－72－0041

鳥取県浄化槽協会西部支部℡0859－32－7570（代表）

軸諺組毎唱和
先般、一部新聞記事で「ごみ問題」をテーマとした特集が組まれ

ました。

その中で、県内各市町村の「平成9年度ごみ処理費用」の比較が

掲載され、本町の1人あたりの費用が県内平均12．4千円の約2倍に

あたる24．7千円と突出した金額に在っていました。

この金額には平成10年3月竣工予定の江府町・日野町共同焼却場

の建設費負担金41，300千円が含まれており、この負担金を除くと町

民1人あたり14．9千円となります。

燃えるごみの出し方が変わります

江府町・日野町共同焼却場の建設（平

成10年3月竣工）に伴い、両町が同じ

収集方法となり、燃えるごみの収集料

金や出し方が変わります。

いままでの1世帯につき月額100円

のごみ手数料（事業所においては、業

種別・規模別手数料単価）が廃止され、

収集処分料を含めた燃えるごみの指定

袋・シールを使って出していただくこ

とにをりました。

をお、6月からの完全指定にあたり、

今回は5月に町内各世帯に1世帯50枚

の「燃えるごみ指定袋」を無料配布し

ます（事業所は除く）。これを超えて

必要になったときから下記の値段で購

入していただきます。

○燃えるごみの袋・シールの金額

それぞれ1枚30円

『町報こうふ』を町外の家族
友人に送りませんか（無料）

進学・就職により町外で生活されて

いるご家族、町外の友人に、町の出来

事や情報を届けませんか？

ご希望の方には、町報を毎月ご指定

の住所に送付いたします。

また、従来は年間1，000円の費用を

ご負担いただいておりましたが、今年

度より無料といたします。

どうぞお気軽にお申し込みください。

○問い合わせおよび申し込み先

役場総務課

広報管財係　℡75－2211

世帯数1，236世帯（±0）人口4，411人（±0）男2，081人（－2）女2，330人（＋2）　（）は前月比　2月未
3日盟
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人の動き
3月届
（敬称略）
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●ごめい福を祈ります

（住所）（氏　名）（年齢）（世帯主）

本　三　中川　薫雄　78歳　秀樹

本　五　村上　　勇　68歳　本人

※今月は結婚コーナーはありませ

んでした。

防犯情報

夢みなと博前売券好評発売中．（／
〈入場券の券種および料金〉　　　　　　　　　　　　　　消費税込

入 場 券 の 種 類 区　 分
入 場 料 金 （円）

備　 考前売入場券
（～9．7．11まで）

当 日入場券
（9．7．12～9．28）

般
入
場
券

普 通 入 場 券
大　　　 人 2 ，6 0 0 2 ，9 0 0
高　 校　 生 1 ，6 0 0 1 ，8 0 0
小 ・中学生 1 ，1 0 0 1 ，3 0 0

特 別 割 引

入 場 琴

大　　　 人 1 ，5 0 0
高　 校　 生 9 0 0
小 ・中学生 6 0 0

全
通期
用間
入
場
券

パ スポー ト券
大　　　 人 7 ，3 0 0 8 ，1 0 0
高　 校　 生 4 ，5 0 0 5 ，0 0 0
小 ・中学生 3 ，2 0 0 3 ，6 0 0

特 別 割 引

パ スポー ト券

大　　　 人 4 ，1 0 0
高　 校　 生 2 ，5 0 0
小 ・中学生 1 ，8 0 0

＊幼児無料
＊特別割引の対象と在る方は次のとおりです。
①身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、戦傷病者
手帳、被爆者健康手帳を所持する方。その介護者1人（常時介護
を要する場合に限ります）
②満65歳以上の方（入場時点での年齢。特別割引パスポート券につ
いては、平成9年9月28日現在の年齢）

＊パスポート券は、期間中何回でも入場できるものです（所持者の写真
を貼付していただきます）
＊上記の他、25人以上の団体、学校行事団体、夜間入場者のための各種

割引入場券もあります（当日券に限ります）

＜お問い合わせ＞

○山陰・夢みなと博覧会協会

〒684境港市竹内団地255－3博覧会会場内

℡0120－5－37189（ゴー　ミナトハク）

○役場総務課　℡75－2211

家畜預託オーナー商法にご注意〝
「肉牛、地鶏をどのオーナーに在って高配当を」、

「元本保証、高利回り」をどをうたい出資をつのる

「家畜預託オーナー商法」についての相談が東日本

を中心に急増しています。（県内では3件）

これは、預託者（一般消費者）と受託者（受託会

社等）が家畜の飼育管理等に関する預託契約を結び、

契約期間中または契約期間終了時に、生産物または

生産物の売却益（元金および配当金）を受け取るシ

ステムです。

圏次の点に注意しましょう。

①　全国に20社近くあり、3～9％と高利回りをう

たっていますが、家畜相場にも変動があり、いつ

も高い配当があるとは考えられません。

②　銀行等のように業として、不特定多数の者から

預り金をすることを禁止している「出資の受け入

れ、預り金および金利等の取締に関する法律」い

わゆる「出資法」に違反している可能性もあるよ

うです。（出資法に違反するようなシステムを農

林水産省が推奨することはありません。）

圏アドバイス

●　「家畜の預託オーナー契約」への投資は、家

畜の相場に左右されるため、必ずしも利益を得

られるものではをく、ハイリスク・ハイリター

ンの性格を持っています。

●　KCCやオレンジ共済組合等の利殖商法が問

題と在っている昨今、高収入をうたう商法は消

費者責任で危険負担も考慮し十分検討して判断

しましょう。

世帯数1，231世帯ト5）人口4，394人（－17）男2，072人（－9）女2，322人（－8）（）は前月比　3月末
（11）
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卜人きりの入学式】言警」讐分霊警圭荒崇諾こ至芸旨三宝芸蒜習讐崇等諾歪讐孟…
した。（入学式を終えてご両親と下校する佑香さん）

【宇宙を一人旅】

～ヘール・ボップすい星～

●　今まで星空に関心の帥った人

まで、「見えた！」と喜びの声を

あげずにはいられない程、肉眼で

も尾がはっきりと見える、ご存知

ヘール・ボップすい星です。

（写真右上）

有名をハレーすい星は76年周期

で地球に接近し、1910年には「地球

にぶつかるのでは！？」とさわがれ

たそうですが、このヘール・ボッ

プすい星は、今度地球にやって来

るのは、2000年以上先とのこと。

暗黒の宇宙をたった一人で旅する

このすい星が次に見る地球は、一

体どんを星になっているのでしょ

うか？

（12）
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